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1 江戸時代中ごろの畸人・谷口一雲による道教伝授

は
じ
め
に

天
理
図
書
館
に
江
戸
時
代
中
ご
ろ
（
正
徳
・
享
保
年
間
一
七
一
一
～
一
七
三
六
）

の
間
に
は
確
実
に
生
き
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
医
師
（
？
）
谷
口
一
雲
な
る
人
物

が
残
し
た
一
連
の
道
教
内
丹
法
の
講
義
メ
モ
や
写
本
な
ど
の
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
を
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
故
・
窪
徳
忠
博
士
で

あ
り
、
そ
れ
は
当
該
図
書
館
の
紀
要
『
ビ
ブ
リ
ア
』
十
四
号
（
昭
和
三
十
四
年
、

一
九
五
九
）
の
誌
上
で
「
天
理
図
書
館
蔵
道
教
資
料
」
と
題
す
る
七
頁
足
ら
ず
の

短
い
紹
介
文
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
全
文
が
谷
口
一
雲
の
内
丹
講
義

の
資
料
に
頁
を
割
い
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
お
よ
そ
二
頁
半
を
こ
れ
に
当
て
て

い
る
の
で
あ
る
。
窪
博
士
に
よ
る
紹
介
か
ら
五
十
年
以
上
も
経
っ
て
い
る
の
に
、

い
ま
だ
に
後
に
続
い
て
研
究
を
展
開
さ
れ
た
お
方
が
い
な
い
の
を
遺
憾
と
し
、
い

く
ら
か
で
も
窪
博
士
の
論
を
展
開
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
稿
を
草
し
た
。

一
、
谷
口
一
雲
と
は

先
ず
、
谷
口
一
雲
と
は
ど
う
い
う
人
物
な
の
か
。
著
者
不
明
の
『
梅
翁
随
筆
』

（『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
所
収
）
と
い
う
「
大
体
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
～

一
八
〇
〇
）
を
中
心
と
し
た
著
者
の
見
聞
巷
談
を
筆
ま
か
せ
に
書
き
集
め
た
と
云

う
」
八
巻
百
二
十
條
の
随
筆
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
巻
八
の
「
長
寿
の
事
」

と
の
見
出
し
の
文
章
に
、
本
稿
の
谷
口
一
雲
と
同
姓
同
名
の
医
師
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。（
１
）

下
谷
広
小
路
に
と
し
久
し
く
住
居
す
る
町
医
師
佐
原
一
雲
と
い
ふ
も
の
あ
り
。

会
津
芦
名
家
の
嫡
流
な
れ
ど
も
、
そ
の
血
脉
は
し
る
べ
か
ら
ず
。
む
か
し
よ
り
此

処
に
住
て
、
近
辺
の
人
々
は
、
祖
父
も
、
曽
祖
父
も
相
し
れ
ず
。
生
年
を
も
の
が

た
り
す
る
事
を
き
ら
へ
ば
、
い
か
に
心
安
き
人
も
、
た
し
か
に
は
し
る
人
な
し
。

さ
れ
ど
も
祖
父
父
の
出
会
せ
し
は
な
し
を
考
へ
、
時
と
し
て
若
年
の
時
の
事
を
申

江
戸
時
代
中
ご
ろ
の
畸
人
・
谷
口
一
雲
に
よ
る
道
教
伝
授

―
『
道
徳
経
』
講
義
・
金
丹
修
錬
・
古
道
教
経
典
な
ど
―

坂
　
出
　
祥
　
伸
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を
以
て
、
年
歴
を
考
る
に
、
寛
永
の
こ
ろ
に
生
れ
し
な
る
べ
し
と
申
あ
へ
り
。
見

か
け
は
七
八
十
の
老
齢
と
見
ゆ
る
の
み
に
て
、
格
別
替
り
し
容
貌
に
も
あ
ら
ず
。

し
か
る
に
牛
込
神
楽
坂
に
片
桐
長
兵
衛
と
い
ふ
御
旗
本
あ
り
。
そ
の
長
兵
衛
が
祖

父
は
、
紀
州
よ
り
御
供
せ
し
も
の
也
。
丑
年
な
れ
ば
と
て
、
苗
字
を
替
て
下
条
長

兵
衛
と
申
せ
し
。
生
島
幽
軒
と
い
ふ
御
旗
本
の
隠
居
、
享
保
十
年
己
巳
八
十
の
賀

を
祝
ひ
て
、
老
人
七
人
集
会
す
。
そ
の
客
は
榊
原
越
中
守
家
士
志
賀
随
翁
俗
名
金

五
郎
百
六
十
七
歳
、
医
師
小
林
勘
斎
百
三
十
六
歳
、
松
平
肥
後
守
家
士
土
佐
治
宗

見
百
七
歳
、
御
旗
本
隠
居
石
寺
宗
寿
俗
名
権
右
衛
門
九
十
七
歳
、
医
師
谷
口
一
雲

九
十
三
歳
、
御
旗
本
下
条
長
兵
衛
八
十
三
歳
、
浪
人
岡
本
半
之
丞
八
十
三
歳
、
宴

会
せ
し
と
て
、
其
節
の
書
面
、
今
片
桐
長
兵
衛
か
た
に
の
こ
れ
り
。
し
か
る
に
其

の
中
に
出
た
る
谷
口
一
雲
と
い
ふ
は
、
則
今
の
佐
原
一
雲
が
事
な
り
。
此
者
一
人

其
集
会
中
よ
り
残
り
て
、
寛
政
十
二
年
庚
申
年
十
二
月
死
す
。
享
保
年
中
尚
歯
会

の
書
記
に
よ
り
て
、
其
年
齢
を
考
る
に
、
凡
百
六
十
八
歳
成
べ
し
。
稀
に
は
す
ぐ

れ
て
命
な
が
き
も
の
有
な
れ
ば
こ
そ
、
昔
が
た
り
に
つ
た
へ
し
か
ど
も
、
今
の
世

に
か
く
も
長
寿
な
る
は
た
ぐ
ひ
な
か
る
べ
し
。

こ
の
記
事
が
は
た
し
て
本
稿
で
取
り
上
げ
る
谷
口
一
雲
と
同
一
人
物
か
ど
う
か

保
留
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
佐
原
一
雲
は
谷
口

一
雲
と
同
一
人
で
あ
り
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
に
九
十
三
歳
で
あ
っ
て
、
没

年
は
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）、
百
六
十
八
歳
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
窪
博
士
の

文
章
で
は
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
九
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
活
躍
し
た
時
代
は
ほ
ぼ
同
一
時
期
で
あ
り
な
が
ら
、
没
年
に
は
八
〇
年
の
差

が
あ
る
。
は
た
し
て
同
一
人
物
な
の
か
ど
う
か
。
窪
博
士
が
没
年
を
享
保
五
年
と

さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
享
保
七
年
の
手
紙
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
没
年
を
明
示

し
て
い
る
文
書
は
私
の
調
べ
た
範
囲
内
で
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
窪
博
士
に
よ
れ

ば
、
一
雲
は
「
江
戸
の
呉
服
橋
の
外
一
丁
目
に
住
ん
で
い
た
」
の
で
あ
り
、
ま
た

正
徳
元
年
九
月
六
日
付
け
の「
初
而
道
家
入
仙
術
之
門
」（「
初
而
入
道
家
仙
術
之
門
」

と
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
）
の
文
書
に
よ
っ
て
道
士
を
自
任
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

一
雲
が
受
講
生
に
向
け
て
行
っ
た
『
道
徳
経
』
の
講
義
、
金
丹
の
実
修
と
講
義

に
つ
い
て
、『
道
徳
經
』
の
講
義
に
は
ど
ん
な
テ
キ
ス
ト
が
用
い
ら
れ
た
か
、
金

丹
道
の
講
義
に
つ
い
は
ど
ん
な
書
物
が
ど
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
か
、
私
の
理
解

で
き
る
範
囲
内
で
紹
介
し
よ
う
。
講
義
資
料
は
今
、
天
理
図
書
館
の
架
蔵
番
号

１
２
６
―
イ
３
９
―
１
～
３
６
に
「
江
戸
時
代
道
教
文
書
」
の
名
で
保
存
さ
れ
て

い
る
。

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
谷
口
一
雲

は
自
身
の
著
述
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ま
と
ま
っ
た
文
書
さ
え
も
残
し
て
い
な
い

た
め
に
、
経
典
の
写
し
と
か
断
片
的
な
メ
モ
風
の
記
載
な
ど
に
よ
っ
て
一
雲
の
意

図
を
推
測
す
る
し
か
な
い
と
い
う
点
で
あ
り
、
あ
る
い
は
私
の
推
測
が
誤
ま
っ
て

い
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。
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二
、「
道
教
」
の
認
識
と
『
道
徳
經
』
の
講
義

先
ず
、
谷
口
一
雲
が
道
教
と
い
う
語
で
一
連
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
て
お
き
た
い
。「
道
書
三
通
」
に
「
道
教
如
根
株
、
儒
教
如
枝
葉
、
仏
教
如
花

実
」
と
記
し
た
文
書
が
あ
る
。
中
国
思
想
の
「
根
株
」（
根
底
）
を
道
教
だ
と
明
確

に
認
識
し
か
つ
断
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
学
者
た
ち
で
道
教
と
い

う
語
を
使
う
の
は
、随
筆
『
塩
尻
』
を
著
わ
し
た
名
古
屋
の
天
野
信の
ぶ
さ
だ景
（
寛
文
元
年
・

一
六
六
一
～
享
保
十
八
年
・
一
七
三
三
）
が
そ
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
そ
の
著
『
塩

尻
』
巻
五
十
六
に
「
異
邦
道
教
盛
ん
に
し
て
壮
観
多
く
、
道
士
あ
ま
た
あ
り
、
其

の
道
を
事
と
す
。
其
の
説
も
と
よ
り
多
端
、清
浄
一
説
、棟
（
煉
の
誤
り
）
養
一
説
、

服
食
一
説
、符
籙
経
典
科
教
又
一
説
な
り
と
か
や
。馬
端
臨
が
経
籍
攷
に
見
え
た
り
。

道
家
第
一
祖
は
、道
元
大
師
な
り
。是
漢
の
張
道
陵
也
、永
寿
元
年
九
月
九
日
昇
天
。」

と
あ
っ
て
、
道
教
の
内
容
を
ほ
ぼ
正
確
に
認
識
し
た
上
で
、「
道
教
」
の
語
を
用
い

て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
塩
尻
』
が
刊
本
に
な
る
の
は
、
一
雲
よ
り
か
な
り

後
年
の
こ
と
で
あ
り
、
写
本
が
流
布
し
て
お
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
そ
の
目
に
と
ま

っ
て
い
る
は
ず
が
な
い
。（
２
）　　
　
　

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
、「
道
教
」
の
語
に
こ
だ
わ
る
の
か
、
そ
れ
は
、
大
江
文
坡

（
勧か
ん
げ
ぼ
ん

化
本
作
者
）
や
同
時
代
の
大お

お
が神

貫
道
（
大
坂
の
神
官
）
は
「
仙
教
」
と
称
し
、

さ
ら
に
後
の
『
黄
庭
内
景
経
略
註
』
を
著
わ
し
た
讃
岐
の
中
山
城
山
は
道
家
、
道

術
と
称
し
、
平
田
篤
胤
な
ど
は
、「
仙
道
」
あ
る
い
は
「
仙
法
」
と
称
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
道
教
を「
神
仙
」へ
至
る
教
え
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
３
）　　
　
　

つ
い
で
に
言
う
な
ら
、
篤
胤
が
私
淑
し
た
と
さ
れ
る
本
居
宣
長
は
、『
玉
か
つ
ま
』

巻
十
四
で
、「
道
教
に
ま
ど
へ
る
か
、
國
の
王
ど
も
の
異
さ
ま
な
る
號
」
の
見
出
し

で
、
唐
の
玄
宗
の
「
承
道
継
玄
照
明
三
光
弟
子
南
嶽
上
真
人
」
の
號
な
ど
を
「
道

教
に
惑
へ
る
號
な
り
、
拙
き
こ
と
な
り
」
と
評
し
て
い
る
し
、
ま
た
、「
も
ろ
こ
し

の
國
に
は
、
道
教
と
い
ふ
も
の
、
世
々
に
盛
に
行
は
れ
て
、
大
か
た
佛
道
と
ひ
と

し
き
ば
か
り
な
り
」
と
述
べ
て
い
て
、
道
教
の
存
在
に
注
意
し
て
は
い
る
が
、
嫌

悪
の
情
を
示
し
て
い
る
。

ま
ず
、『
道
徳
経
』
の
講
義
に
は
陳
元
贇
の
『
老
子
経
通
考
』
が
テ
キ
ス
ト
と
し

て
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
巻
頭
に
「
老
子
道
経
上　

河
上
公
章
句
」
と
の
題
が

あ
る
よ
う
に
『
河
上
公
章
句
』
に
拠
っ
て
当
時
流
行
し
た
「
希
逸
口
義
」
の
註
釈

を
採
用
し
て
い
る
。『
老
子
経
通
考
』
の
著
者
陳ち
ん
げ
ん
ぴ
ん

元
贇
（
明
・
万
暦
十
五
年
・
天
正

十
五
年
、
一
五
八
七
～
寛
文
十
一
年
・
一
六
七
一
）
は
、
明
末
、
万
暦
四
十
七
年
（
我

が
元
和
五
年
）に
来
日
し
萩
や
江
戸
に
滞
在
し
た
後
、尾
張
藩
主
徳
川
義
直
に
仕
え
、

そ
の
晩
年
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
に
『
老
子
経
通
考
』
を
著
わ
し
た
。

『
道
徳
経
』
の
篇
名
だ
け
メ
モ
し
た
紙
片
が
残
っ
て
い
る
。「
安
民
第
三
」「
検
欲

第
十
二
」「
守
微
第
六
十
四
」
な
ど
の
如
く
。
た
だ
し
、
刊
本
と
し
て
通
行
し
て
い

た
も
の
を
全
面
的
に
用
い
て
い
た
か
ど
う
か
、
体
裁
が
異
な
っ
て
い
る
箇
所
も
あ

る
。　
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な
お
、
宋
仁
宗
皇
帝
の
『
尊
道
賦
』
と
明
の
太
祖
洪
武
帝
の
『
道
徳
経
』
の
註

解
が
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
「
宋
仁
宗
皇
帝
尊
道
賦
曰
・
・
・
」
と
書
か
れ
た
文
書
が
あ
り
、
こ
れ
は
別
に

同
文
が
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
群
仙
珠
玉
集
成
』（
後
述
）
巻
一
「
賦
」
に

収
め
ら
れ
て
い
る
、
僅
か
四
四
〇
字
ほ
ど
の
、
賦
形
式
を
借
り
て
儒
佛
道
三
教
の

う
ち
道
教
の
み
が
尊
い
と
説
い
て
い
る
も
の
。
こ
の
賦
を
も
受
講
生
に
読
ん
で
聞

か
せ
て
講
釈
し
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、「
高
皇
帝
御
製
道
徳
経
序
」
と
の
文
書
が
あ
り
、
一
雲
が
こ
れ
を
ど
こ
か

ら
入
手
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
『
道
蔵
』
洞
神
部
玉
訣
類
に
は
、「
大

明
太
祖
高
皇
帝
御
註
道
徳
真
経
」
の
名
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
洪
武
帝
朱
元
璋
が

道
徳
経
に
註
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
洪
武
七
年
（
一
三
七
四
）
に
著
わ
さ
れ
た
。

ま
さ
か
、『
道
蔵
』
所
収
本
を
写
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
な
お
、『
道
蔵
』
所
収

本
と
の
間
に
若
干
の
文
字
の
異
同
が
あ
る
。

三
、
金
丹
道
の
實
修
と
講
義
テ
キ
ス
ト

「
金
丹
」
と
い
う
語
は
今
日
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
一
雲
の
メ

モ
に
は
、「
金
丹　

精
気
神
」
あ
る
い
は
、「
金
丹
モ
ト
名
ナ
シ
故
」、
ま
た
、「
尾

閭
穴
＝
金
丹
」「
理
ヲ
以
テ
金
丹
ニ
」
な
ど
の
よ
う
に
、
一
雲
は
金
丹
の
語
を
し
ば

し
ば
用
い
て
い
る
し
、
ま
た
、「
修
性
不
修
命
」「
父
ノ
一
滴
の
精
ヲ
金
丹
ト
云
則

丹
田
ニ
」
な
ど
の
メ
モ
も
あ
る
か
ら
、
丹
田
に
金
丹
を
養
う
方
法
や
意
義
を
教
え

て
い
た
ら
し
く
推
測
さ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
内
丹
と
呼
ば
な
い
で
、「
金
丹
道
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

ど
の
よ
う
な
講
義
の
し
か
た
で
あ
っ
た
の
か
は
、
明
瞭
に
は
し
が
た
い
が
、
原

文
の
漢
文
は
訓
読
調
で
あ
っ
て
、「
我
命
有
我
、
不
有
天
」
の
よ
う
に
訓
読
体
で
あ

る
か
ら
介
詞
「
在
」
が
動
詞
「
有
」
と
し
て
写
さ
れ
て
い
る
。
一
雲
は
自
分
の
作

っ
た
講
義
用
の
筆
写
メ
モ
を
音
読
し
た
り
、
受
講
生
に
見
せ
て
写
さ
せ
た
り
し
て

い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
受
講
生
が
何
人
い
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
イ

３
９
―
１
（
２
）
に
石
靭
負
宛
の
二
通
の
書
翰
が
あ
っ
て
、
こ
の
石
靭
負
が
受
講

生
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
が
唯
一
分
っ
て
い
る
。

次
に
は
、
老
子
の
伝
記
に
関
連
す
る
文
始
先
生
す
な
わ
ち
関
尹
と
老
子
と
の
問

答
が
抄
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
五
月
二
十
五
日
と
享

保
三
年
（
一
七
一
八
）
六
月
朔
日
の
二
度
も
写
さ
れ
て
い
る
。

文
始
先
生
問 

二

老
子
一

曰
、
道
徳
経
修
レ
身
至
妙
至
要
在
二

於
何
章
一

、
老
子
曰
、
在
二

於
深
レ

根
固
レ

蔕
、
守
レ

中
抱
一レ
一
而
巳
。

二
度
も
写
さ
れ
て
い
る
の
は
、
時
期
と
筆
跡
と
か
ら
片
方
は
谷
口
一
雲
で
あ
り
、

も
う
片
方
は
受
講
生
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
時
期
が
異
な
っ
て
い
る
の
は
理
解

し
が
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
冒
頭
の
記
述
は
伝
尹
真
人
高
弟
之
筆
と
い
わ
れ
明
代
に
成
っ
た
『
性
命
圭

旨
』
亨
集
の
「
守
一
」
の
解
説
に
見
え
て
い
る
。（
若
干
文
字
の
異
同
が
あ
る
）
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と
こ
ろ
が
、
こ
の
記
述
に
続
け
て
、

老
子
曰
、
中
者
中
宮
也
、
原
夫
赤
子
、
在
二

母
腹
中
一

、
臍
蒂
与
二

母
臍
蒂
一

相

連
、
暗
注
二

母
炁
一

、
母
呼
亦
呼
、
母
吸
亦
吸
、
綿
々
十
月
、
炁
足
神
備
、
脱
レ

蒂
而

生
、
亦
由
菓
ク
ダ
モ
ノ之

受
レ

気
既
足
脱
レ

蒂
而
下
也
、
臍
間
深
入
三
寸
、
謂
二

之
中
宮
一

、
亦

曰
二

黄
庭
一

、
男
子
謂
二

之
炁
海
一

、
婦
人
謂
二

之
子
宮
一

、
吾
昔
受
二

之
於
太
上
大
道
君

口
訣
一

、
曰
懃
守
レ

中
莫
二

放
逸
一

者
、
外
不
レ

入
内
不
レ

出
還
二

本
源
一

、
萬
事
畢
、
懃

守
レ

中
、
莫
二

放
逸
一

者
、
一
意
以
守
二

炁
海
一

不
レ

可
二

須
臾
離
一

也
、
外
不
レ

入
内
不
レ

出

者
、
令
二
往
来
之
息
兀
然
一

注
二

中
宮
炁
海
之
内
一

、
勿
レ

使
二

息
之
出
入
一

也
、
還
二

本

源
一

者
、
臍
間
乃
一
萬
三
千
五
百
息
之
五
蔵
六
府
生
炁
本
以
レ 

息
還
二

帰
本
源
一

以
レ

神

馭
レ

之
、
使
二

息
住
息
定
一

者
、
此
至
聖
至
神
之
道
、
非
二

天
下
真
仙
之
才
一

、
其
孰
能

與
二

於
此
一

也
、

と
あ
る
。
こ
の
記
述
が
ど
の
よ
う
な
文
献
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
が
、
お
そ
ら
く
婦
人
科
あ
る
い
は
産
科
の
医
書
で
あ
ろ
う
。
興
味
深
い
こ
と
に
、

同
じ
く
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
五
月
二
十
五
日
の
日
付
の
あ
る
「
貮
通
之
内
」

と
称
さ
れ
る
メ
モ
風
の
文
書
が
残
っ
て
い
て
、
右
記
の
文
を
註
解
し
て
い
る
。

一　

講
義
ハ
書
ノ
名
也
講
義
ニ
曰
ク
ト
也

一　

文
始
先
生
ハ
老
子
ノ
弟
子
也

一　

中
ハ
氣
海

一　

一
ハ
金
丹

一　

相
ア
イ
ツ
ラ
ナ
ル

連
ハ
母
ノ
臍
蒂
ト
赤
子
ノ
臍
蒂
ト
連
續
ス
ル
也

一　

炁
ハ
氣

一　

呼
吸
ハ
息
ノ
出
入

一　

炁
足
ハ
氣
足
也
形
足
也

一　

神
備
ハ
本
心
備
也

一　

脱
蒂
而
生
ハ
誕
生
也

一　

亦
由
菓
之
受
気
既
足
脱
蒂
而
下
也
ト
ハ
樹コ
ノ
ミ菓
ノ
落ヲ

ツ
ル
ニ
譬
ヘ
タ
ル
也

一　

臍
間
深
入
三
寸
、
謂
之
中
宮
ト
ハ

　
　

 　

 

深
入
ハ
背
ノ
方
ニ
深
入
也
背
ノ
方
ヘ
三
寸
深
ク
入
ト
也　

中
宮
ハ
氣
海

ノ
コ
ト
也

一　

 

亦
曰
黄
庭
ト
ハ
中
宮
ノ
名
ヲ
黄
庭
ト
モ
云
也
、
黄
ハ
キ
色
ノ
コ
ト
脾
胃
ノ

コ
ト
也

一　

太
上
大
道
君
ハ
老
子
ノ
師
也

一　

莫
放
逸
ハ
猥
リ
ナ
ラ
ス　

ホ
ウ
ラ
ツ
ニ
ナ
キ
也　

懃
守
也

一　

外
不
入
内
不
出
ト
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

 

往
来
ノ
息
中
宮
氣
海
ノ
内
ニ
注ス

ミ

此
中
宮
氣
海
ノ
内
の
息
ハ
外
内
不
レ

出

入
也
、
其
故
ハ
鼻
ニ
テ
引
息
中
宮

氣
海
マ
テ
引
入
ニ
テ
ハ
ナ
シ
又
鼻
ニ
テ

突
息
中
宮

氣
海
ヨ
リ
突
出
ス
ニ
テ
ハ
ナ
シ
鼻
ノ
息
ハ
上
分
斗
也
、
中
宮
氣
海
ノ

息
ハ
内
ニ
注
シ
テ
出
入
ハ
セ
オ
ル
也
、
然
ハ
則
チ
勿
レ

使
二

息
之
出
入
一

也

ト
也

　

一　

萬
事
畢
ト
ハ
萬
事
成
就
ト
云
コ
ト
也

ム
ル
コ
ト
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一　

一
意
ト
ハ
一
心
也
無
二
ノ
心
也
一
心
ニ
気
海
ヲ
守
ル
也

　

一　

一
萬
三
千
五
百
息
ト
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

人
間
一
昼
夜
ノ
間
ノ
息
ノ
数
也

　

一　

以
神
馭
之
ト
ハ

　
　
　

本
心
ヲ
以
テ
息
ヲ
仕
フ
也

　
　
　

息
ハ
本
心
ノ
使
イ
モ
ノ
也

こ
れ
ら
の
注
釈
の
語
句
を
ど
う
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
。
先
述
の
「
金
丹　

精

気
神
」「
金
丹
モ
ト
名
ナ
シ
故
」、「
尾
閭
穴
＝
金
丹
」「
理
ヲ
以
テ
金
丹
ニ
」「
父
ノ

一
滴
の
精
ヲ
金
丹
ト
云
則
丹
田
ニ
」
な
ど
の
メ
モ
と
照
ら
し
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、

金
丹
の
錬
成
を
実
習
的
に
説
明
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

例
え
ば
呼
吸
法
は
一
雲
自
身
が
聴
講
者
た
ち
に
実
演
し
て
み
せ
て
い
る
よ
う
に
想

像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
雲
が
金
丹
道
の
講
義
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
に
、
白
玉
蟾
の
「
修
仙
辨

惑
論
」
と
書
か
れ
た
文
書
が
あ
る
。
そ
の
冒
頭
の
題
字
に
「
群
仙
珠
玉
二
巻
十
三

葉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
白
玉
蟾
の
群
仙
珠
玉
集
を
読
ん
だ
の
か
と
思
い

た
い
が
、
じ
つ
は
そ
う
で
は
な
い
。
白
玉
蟾
の
若
い
時
の
著
述
に
、「
群
仙
珠
玉
集
」

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
宋
の
兪
琰
の
『
席
上
腐
談
』
下
の
白
玉
蟾
の
著
述
を
列
挙
し

た
な
か
に
、
そ
の
書
名
を
留
め
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
横
手
裕
氏
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
今
日
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
は
明
・
丁
応
林
編
『
道

書
全
集
』
所
収
の
「
群
仙
珠
玉
集
成
」
四
巻
（
前
田
尊
経
閣
文
庫
蔵
）、
あ
る
い
は

明
・
閻
鶴
洲
編　

万
暦
十
九
年
丁
応
林
序
彙
輯
刊
本
『
新
刊
道
書
全
集
（
金
丹
正

理
大
全
）』
所
収
の
「
群
仙
珠
玉
集
成
」
四
巻
（
名
古
屋
蓬
左
文
庫
蔵
）
と
同
類
の

も
の
を
「
群
仙
珠
玉
」
と
称
し
て
テ
キ
ス
ト
に
用
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。（
５
）　　
　
　

近
年
影
印
さ
れ
た
海
王
邨
古
籍
叢
刊
本
『
道
書
全
集
』（
北
京
・
中
国
書
店
、

一
九
九
〇
年
）
に
当
っ
て
み
る
と
、「
群
仙
珠
玉
集
成
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
第
二
巻
に
「
修
仙
辨
惑
論
」
が
あ
る
。
け
れ
ど
、「
二
巻
十
三
葉
」
す
な
わ
ち

第
二
巻
十
三
葉
に
「
玉
蟾
曰
夫
天
仙
之
道
能
變
化
飛
昇
也
、
上
士
可
以
学
之
」
と

あ
る
テ
キ
ス
ト
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
じ
く
第
二
巻
に
は
「
元
関
顕
秘
論
」

が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文
中
の
「
訣
曰
用
志
不
紛
、
乃
可
凝
神
、
灰
心
冥

冥
、
金
丹
内
成
」
の
語
は
、
一
雲
の
テ
キ
ス
ト
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
以
上
は

状
況
証
拠
的
な
推
測
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
従
う
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
元
禄
十

年
（
一
六
九
七
）
に
は
す
で
に
白
玉
蟾
の
文
集
、『
瓊
琯
白
先
生
文
集
』
の
和
刻
が

刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
一
雲
が
利
用
し
て
い
た
か
ど
う
か
形
跡
が
な
い
。

唐
末
五
代
ご
ろ
の
内
丹
書
『
霊
宝
畢
法
』
の
書
名
を
写
し
た
文
書
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
も
読
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
。
上
中
下
各
巻
か
ら
引
用
し
、
す
べ
て
五
十
二
箇

所
に
わ
た
っ
て
い
る
。『
正
統
道
蔵
』
太
清
部
に
原
題
鍾
離
権
著
、
呂
嵒
伝
『
秘
伝

正
陽
真
人
霊
宝
畢
法
』
三
巻
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
内
閣
文

庫
所
蔵
の
明
・
彭
好
古
編
『
道
言
』
に
は
『
霊
宝
畢
法
』
三
巻
が
あ
る
こ
と
を
付

言
し
て
お
く
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、「
霊
源
大
道
歌
五
十
七
丁　

神
是
性
兮
気
是
命
」
と
書
か
れ
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た
メ
モ
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
の
彭
好
古
編
『
道
言
』
所
収
の
曹
文
逸
姑
「
霊
源

大
道
歌
」
か
ら
引
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
曹
文
逸
は
北
宋
末
宣
和
年
間
（
一
一
一
九

～
一
一
二
六
）
の
女
道
士
で
あ
り
、「
霊
源
大
道
歌
」
九
百
字
は
平
明
な
用
語
で
丹

功
を
説
い
て
い
る
。『
道
言
』
は
内
閣
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
石
函
記
』
写
本
二
冊
が
あ
る
。『
石
函
記
』
は
、
正
し
く
は
『
許
真
君

石
函
記
』
二
巻
で
あ
り
、
東
晋
の
許
遜
の
名
に
托
さ
れ
て
い
る
が
、
南
宋
ご
ろ
の

出
世
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、「
太
陽
元
晶
論
」「
日
月
雌
雄
論
」「
薬
丹
論
」

「
薬
物
是
非
論
」「
丹
砂
證
道
歌
」「
聖
石
指
玄
論
」「
神
室
玄
明
論
」「
金
鼎
虚
無
論
」

「
明
堂
正
徳
論
」の
九
篇
か
ら
成
る
。『
道
蔵
』洞
神
部
衆
術
類
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
、『
規
中
指
南
』下（
写
本
）が
あ
る
。『
規
中
指
南
』上
下
巻
は
元
の
陳
冲
素
、

号
虚
白
子
の
撰
、『
陳
虚
白
規
中
指
南
』
の
名
で
『
道
蔵
』
洞
真
部
方
法
類
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、上
巻
は
、「
止
念
」「
采
薬
」「
識
爐
鼎
」「
入
薬
起
火
」

「
坎
離
交
姤
」「
乾
坤
交
姤
」「
攢
簇
火
候
」「
陽
神
脱
胎
」「
忘
神
合
虚
」
の
九
篇
で
、

内
丹
の
功
法
を
九
段
階
に
分
け
て
述
べ
て
い
る
。
下
巻
は
、「
内
丹
三
要
」（
玄
牝
、

薬
物
、火
候
）か
ら
成
り
、張
紫
陽
、馬
丹
陽
な
ど
南
宗
北
宗
の
師
説
を
述
べ
て
い
る
。

前
記
の
明
・
丁
応
麟
編
『
道
書
全
集
』
二
十
四
種
に
『
陳
虚
白
規
中
指
南
』
が

収
め
ら
れ
て
お
り
、
明
・
朱
載

編
『
諸
真
玄
奥
集
成
』
に
は
『
石
函
記
』
が
収

め
ら
れ
、
名
古
屋
蓬
左
文
庫
の
漢
籍
目
録
に
よ
れ
ば
、
所
蔵
の
『
新
刊
道
書
全
集
』

に
前
記
の
『
玄
宗
内
典
諸
經
註
』
に
加
え
て
、『
陳
虚
白
規
中
指
南
』
が
収
め
ら
れ
、

さ
ら
に
次
に
言
及
す
る
『
陰
符
経
三
皇
玉
訣
』
も
こ
れ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

次
に
、「
陰
符
経
」
か
ら
と
い
う
引
用
「
人
不
憂
愁
思
慮
而
不
失
其
本
、
去
疾
病

労
苦
而
不
失
於
始
形
還
下
土
」
と
い
う
短
い
文
が
写
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
『
陰

符
経
三
皇
玉
訣
』
巻
上
の
「
黄
帝
曰
、
如
何
留
形
、
不
失
於
始
也
、
廣
成
子
曰
、

人
不
憂
愁
思
慮
而
不
失
其
本
、
去
疾
病
労
苦
而
不
失
於
始
形
還
下
土
」
の
文
か
ら

の
引
用
で
あ
る
。
ま
た
、『
陰
符
経
三
皇
玉
訣
』
写
本
一
冊
が
あ
り
、
同
じ
く
筆
跡

を
異
に
す
る
『
陰
符
経
三
皇
玉
訣
』
が
あ
っ
て
、
前
者
の
写
し
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
経
典
は
所
謂
『
陰
符
経
』
が
唐
末
五
代
の
こ
ろ
に
出
世
し
た
後
、
金
丹
道
の
影

響
を
受
け
て
北
宋
ご
ろ
に
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
、
黄
帝
と
廣
成
子
あ
る
い
は
天

真
皇
人
と
の
問
答
体
で
上
中
下
三
巻
か
ら
成
り
、
精
炁
の
修
煉
に
よ
る
金
丹
の
養

成
を
説
い
て
い
る
。『
道
蔵
』
洞
真
部
玉
訣
類
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
明
・
丁
應

林
編
『
道
書
全
集
』（
尊
経
閣
文
庫
、東
洋
文
庫
）、明
代
刊
本
の
『
新
刊
道
書
全
集
』

（
蓬
左
文
庫
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、実
際
の
講
義
に
ど
れ
ほ
ど
使
用
さ
れ
た
の
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、「
道

書
大
全
集
二
十
自
至
青
天
歌
註
」
と
表
書
き
さ
れ
て
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
書
名

を
写
し
た
文
書
が
あ
る
。

道
書
大
全
集
二
十
自
至
青
天
歌
註

玄
宗
内
典
諸
經
註
目
録

黄
帝
陰
符
經
註　
　

太
上
老
君
説
常
清
静
經
註　
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太
上
赤
文
洞
古
經
註　
　
　
　
　
　
　

太
上
大
通
經
註　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
上
昇
玄
消
灾
護
命
妙
經
註　
　
　

洞
玄
霊
寶
定
観
經
註　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
上
玉
皇
胎
息
經
註　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
上
玉
皇
心
印
經
註　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

老
子
説
五
厨
經
註　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

崔
公
入
薬
鏡
註　
　
　
　
　
　

青
天
歌
註　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
他
に
、
中
峯
紫
霞
道
人
輯
『
長
生
丹
訣
』
下
と
い
う
写
本
が
残
っ
て
い
る
。

す
べ
て
四
十
二
枚
に
な
る
。
そ
の
内
容
を
目
次
に
よ
っ
て
示
す
と
以
下
の
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
は
全
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
論
旨
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
が
、
種
々

の
内
丹
文
献
か
ら
の
抜
書
き
の
よ
う
で
あ
り
、
本
来
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
典
拠
を

示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
の
能
力
不
足
の
た
め
に
い
ま
だ
に
探
し
当
て
ら
れ

な
い
の
で
、
今
は
一
部
を
示
し
て
お
く
。

張
真
人
指
迷
人
帰
正
道
序
／ 

修
真
詩
／
自
憤
詩
／ 

純
陽
祖
師
詩
／ 

以
心
観
心

詩
／ 

玄
牝
歌
／ 

通
玄
詩　

又
辨
詩
／ 

胎
息
経
／ 

却
病
延
年
一
十
六
句
術
／ 

運

試
五
臓
升
降
法
／ 

動
功
六
字
延
寿
訣　
　

又
訣
／ 

修
身
秘
旨
／
大
道
歌
／
水
火

既
濟
訣
／
口
伝
十
六
字
訣
／ 

養
身
秘
旨
／ 

秘
旨
鷓
鴣
天
／
玄
関
一
竅
子
子
午
流

通
歌
／
玉
蟾
親
付
陳
月
岩
詩
訣
／
運
養
心
気
訣
詩　

又
詩　

又
詩　

又
詩　

又
詩
● 　

又
詩　

又
詩
／
學
道
増
進
詩
／ 

張
紫
陽
修
真
要
語
／
修
真
守
命
要
訣
／
司
馬
真
人

坐
忘
銘
／
張
三
峰
祖
師
延
壽
群
書
目
録
／
玉
渓
李
真
人
修
丹
秘
訣
／
三
教
一
元
／

大
道
正
宗　

括
言　

又
訣
／
玄
機
問
答
／
一
体
玄
関
／
外
三
関
／
三
丹
田
／
三
宝

分
煉
／
丹
祖
四
真
／ 

陰
陽
二
気
／ 

三
乗
妙
用 

経
言　

経
言
／
長
春
真
人
派
字
號

／
第
一
篇
行
功
指
引
／
第
二
篇
静
坐
功
夫
／
陰
海
陽
海　

又
訣
／
太
上
老
君
築
基

作
用
／
房
労
致
百
病
説

四
、
古
道
教
経
典
の
写
本

『
江
戸
時
代
道
教
文
書
』
の
中
に
、
包
紙
の
表
紙
に
「
度
人
経
」
と
記
さ
れ
た
も

の
が
い
く
つ
か
あ
る
。

「
道
書
二
十
通
」の
最
初
は「
度
人
経
序
」、別
に「
度
人
経
序
」と
の
文
書
が
あ
り
、

中
に
は
、

　

許
真
君
曰
／
呂
洞
賓
曰
／
参
同
契
中
篇
曰
／
太
上
玉
枢
経
髄
曰

と
書
か
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
行
の
「
度
人
経
」
は
、詳
し
い
経
名
は
、『
霊
寶
无
量
度
人
上
品
妙
経
』
で
あ
る
。

現
在
『
正
統
道
蔵
』
洞
真
部
本
文
部
に
六
十
一
巻
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

六
十
一
巻
本
は
北
宋
以
後
に
出
世
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
経
典
は
元
始
天
尊

か
ら
授
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
古
霊
寶
経
の
重
要
な
経
典
で
あ
る
。
江
戸
時
代
当
時
、
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『
道
蔵
』
が
我
が
国
に
舶
載
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
こ
れ
が
果
た
し
て
正
真
正
銘
の

「
度
人
経
」
で
あ
ろ
う
か
、
と
筆
者
は
疑
問
を
抱
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
表
書

「
度
人
経
霊
書
」
に
は
、以
下
の
よ
う
に
記
述
し
た
内
容
が
あ
る
の
に
注
目
し
た
い
。

な
お
、
□
内
の
文
字
は
判
読
不
能
。

　

霊
寶
无
量
度
人
上
品
妙
経
巻
四
十
二
第
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　

諸
天
中
大
梵
隠
語
无
量
音　

道
君
撰

　
　
　
　
　
　
　
　

元
始
霊
書
中
篇

　
　
　
　
　
　
　
　

東
方
八
天

　
　
　
　
　
　
　
　

□
婁
阿
薈
、
无
愁
観
音
、
須
延
明
首
、
法
攬
□
曇
、

　
　
　
　
　
　
　
　

南
方
八
天

　
　
　
　
　
　
　
　

西
方
八
天

　
　
　
　
　
　
　
　

北
方
八
天

道
言
、
此
諸
天
中
大
梵
隠
語
、
无
量
之
音
、
舊
文
字
皆
廣
長
一
丈
、
天
真
皇
人

昔
著
真
人
、
以
為
正
音
、
有
知
其
音
、
能
齋
而
誦
之
者
、
諸
天
皆
・
・
・
・

こ
の
記
述
を
現
行
の
『
道
蔵
』
所
収
の
「
霊
寶
无
量
度
人
上
品
妙
経
」
と
比
べ

て
み
る
と
、
そ
の
巻
四
十
二
の
第
十
八
葉
に
は
、

諸
天
中
大
梵
隠
語
无
量
音　

道
君
撰

　
　
　
　
　
　
　
　

元
始
霊
書
中
篇

と
あ
っ
て
、
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
続
く
「
東
方
八
天
」
も
同
様
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
四
言
十
六
句
の
文
言
は
、
一
雲
の
写
本
で
は
、

　

□
婁
阿
薈
、
无
愁
観
音
、
須
延
明
首
、
法
攬
□
曇
、

と
な
っ
て
い
る
が
、『
道
蔵
』
本
で
は
、　

緑
應
昭
符　

黎
學
道
蘇　

煕
南
允
封

契
天
合
魚　

英
晃
爽
夕　

麓
素
凝
濡

・
・
・
・　

・
・
・
・　

・
・
・
・

こ
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
。
一
雲
は
、『
道
蔵
』
所
収
の
「
霊
寶
无
量
度
人
上

品
妙
経
」
と
は
別
の
「
霊
寶
无
量
度
人
上
品
妙
経
」
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
参

考
ま
で
に
楓
山
文
庫
に
は
明
・
崇
禎
十
五
年
刊『
太
上
洞
玄
霊
寶
量
度
人
上
品
妙
経
』

一
冊
が
伝
存
し
て
い
る
。

ま
た
、「
大
洞
經
」
と
題
さ
れ
た
文
書
が
あ
る
。
そ
の
標
題
に
は
「
大
洞
玉
經
巻

下
第
三　

上
清
八
皇
老
君
道
経
第
三
十
三
」
と
書
か
れ
、
本
文
に
は
、

玄
契
曰
、
己
身
精
炁
、
煉
化
紫
金
、
六
位
已
昇
、
妙
行
大
全
、
長
生
無
窮
、
太

玄
真
人
、
至
此
面
光
、
開
度
胎
根
、
七
祖
九
玄
、
並
解
回
結
、
断
除
債
訟
、
閉
塞

死
戸
、應
同
炁
同
根
、蘇
懋
生
津
、延
益
萬
神
、同
超
真
王
、和
合
萬
炁
、妙
行
並
全
、

皆
號
太
玄
、
會
明
陽
天
、
我
獨
超
出
、
證
大
洞
尊
、
帝
一
龍
光
、
號
無
上
玄
通
、

と
書
か
れ
て
い
る
。「
大
洞
玉
經
」
は
今
、『
道
蔵
』
洞
真
部
本
文
類
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。
確
か
に
、
そ
の
巻
下
に
は
「
上
清
八
皇
老
君
道
経
第
三
十
三
」
と
の
表

題
が
見
え
る
。
た
だ
し
、
巻
下
第
三
で
は
な
く
て
第
十
四
で
あ
る
こ
と
と
、
上
記

の「
玄
契
曰
」の
よ
う
な
文
言
で
は
な
く
て
、一
句
五
言
、八
句
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

「
玄
契
曰
」
以
下
は
『
玉
清
無
極
總
真
文
昌
大
洞
仙
経
』（『
道
蔵
』
洞
真
部
玉
訣
類
）
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巻
九
末
尾
の
文
を
写
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、一
雲
は
『
道
蔵
』
所
収
の
『
大

洞
玉
經
』
と
は
別
本
の
も
の
を
引
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
大
洞
玉
經
』
が
古
道

教
上
清
派
の
重
要
な
経
典
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。

一
雲
は
『
雲
笈
七
籤
』
を
も
読
ん
で
い
る
。

「
元
気
論
曰
首
生
盤
古
、
垂
死
化
身
」
と
書
か
れ
た
文
書
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
雲

笈
七
籤
』
巻
五
十
六
「
諸
家
気
法
」
所
収
の
「
元
気
論
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

「
雲
笈
十
二
巻
四
十
七
丁
」「
雲
笈
四
十
八
巻
十
三
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
文
書
が
あ

り
、
ま
た
、「
石
函
記
」（
写
本
）
の
後
の
メ
モ
に
も
「
笈
十
二
巻
十
二
葉
黄
庭
内

景
二
十
八
章
」「
笈
十
二
巻
四
十
六
丁
四
十
七
丁
」
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
、『
雲
笈
七
籤
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。「
雲
笈
十
二
巻
四
十
七
丁
」
に

は
「
仙
人
道
士
非
異
有
」
注
「
度
世
非
有
他
神
、
守
一
堅
固
、
精
神
内
守
、
千
載

不
死
」
と
の
文
が
写
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
雲
笈
七
籤
』
巻
十
二
「
太
上
黄

庭
外
景
経
」
上
部
経
第
一
の
文
で
あ
る
。「
雲
笈
四
十
八
巻
十
三
」
に
は
、「
東
方

朔
曰
夫
病
之
来
、
皆
従
陽
脉
起
」
と
の
文
が
写
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
雲
笈

七
籤
』
巻
四
十
八
「
秘
要
訣
法
」
神
枕
法
の
文
で
あ
る
。「
笈
十
二
巻
十
二
葉
黄
庭

内
景
二
十
八
章
」
と
は
、『
雲
笈
七
籤
』
巻
十
二
黄
庭
内
景
経
第
二
十
八
章
仙
人
章

を
指
し
て
い
る
。「
笈
十
二
巻
四
十
六
丁
四
十
七
丁
」
も
『
雲
笈
七
籤
』
巻
十
二
太

上
黄
庭
外
景
経
で
あ
る
。
一
雲
は
『
雲
笈
七
籤
』
を
読
ん
で
い
て
、
特
に
そ
の
中

の
黄
庭
経
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

ま
た
、『
金
丹
妙
海
』
と
名
付
け
ら
れ
る
写
本
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
谷
口
一
雲

の
読
書
箚
記
の
よ
う
で
あ
り
、
読
ん
だ
書
物
か
ら
の
抜
書
で
あ
る
。
ど
ん
な
書
物

を
読
ん
で
い
た
の
か
を
書
名
の
記
載
の
あ
る
も
の
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

『
太
上
感
応
編マ
マ

』『
養
性
論
』（
こ
れ
に
は
細
字
添
え
書
き
で
『
玉
匣
記
』
七
十
七

葉
と
あ
る
）『
真
誥
』『
石
函
記
』『
霊
宝
経
』『
大
洞
経
』『
石
指
玄
篇
』『
石
金
虚
無
論
』

『
石
太
陽
元
精
』『
黄
庭
内
経
』（
黄
庭
内
景
経
）
の
誤
写
か
）『
無
生
訣
』『
消
搖
墟

東
王
公
伝
』『
消
搖
墟
浮
丘
伯
伝
』『
鬼
谷
子
』『
悟
真
篇
』『
玉
胎
経
』『
北
斗
経
』、

そ
の
ほ
か
に
仏
典
の
禅
語
を
も
読
ん
で
い
た
ら
し
い
の
が
注
意
さ
れ
る
。
本
浄
禅

師
曰
、
善
恵
大
士
曰
、
僧
璨
大
師
曰
、
恵
能
大
師
曰
、
景
岑
禅
師
曰
、
仲
宣
禅
師
曰
、

紹
悟
禅
師
曰
、
大
弟
和
尚
曰
、
天
台
智
禅
師
語
云
、
な
ど
か
ら
の
禅
語
が
引
か
れ

て
い
る
。

ま
と
め

以
上
に
谷
口
一
雲
の
道
教
と
金
丹
道
講
義
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
が
、
一
雲

の
人
物
、
事
蹟
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
で
き
ず
、
ま
た
道
教
な
ど
の
講

義
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
提
示
で
き
ず
、
た
だ
、
用
い
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
解

説
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
と
し
て
、
か
な
り

高
い
レ
ベ
ル
で
、
幅
広
い
視
野
で
の
講
義
内
容
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
、道
教
関
係
の
資
料
を
一
雲
は
「
仙
教
」「
仙
法
」
な
ど
で
は
な
く
て
、「
道
教
」

と
認
識
し
て
い
た
。
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二
、『
道
言
』『
道
書
大
全
集
』
な
ど
の
近
世
の
道
教
経
典
を
収
め
た
叢
書
を
通

じ
て
、
金
丹
術
を
知
っ
た
と
推
測
で
き
る
。　

三
、
金
丹
道
の
講
義
の
テ
キ
ス
ト
は
、
大
部
分
が
今
日
で
は
あ
ま
り
顧
み
ら
れ

て
い
な
い
内
丹
書
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
で
は
、『
道
書
大
全
集
』
の
よ
う
な
金
丹

道
専
門
の
叢
書
が
入
手
し
や
す
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

四
、
金
丹
関
係
の
経
典
だ
け
で
は
な
く
て
、
い
わ
ば
古
道
教
の
経
典
、『
度
人
経
』

『
大
洞
心
経
』
を
も
読
ん
で
い
て
、
視
野
の
広
い
講
義
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
経
典
は
今
日
で
は
『
正
統
道
蔵
』
に
よ
っ
て
容
易
に
読
む
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
中
期
と
い
う
『
正
統
道
蔵
』
が
舶
載
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
時
代
に
、
こ
れ
ら
の
経
典
を
ど
の
よ
う
な
手
段
で
読
む
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
う
か
大
方
の
御
教
示
を
切
に
お
願
い
す
る
。　

注（
１
） 『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
第
十
一
冊
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
）。
な

お
、
神
沢
杜
口
『
翁
草
』（
寛
政
三
年
、
一
七
九
一
）
に
も
、
同
様
の
記

事
が
あ
る
と
い
う
が
、
未
確
認
。『
翁
草
』
は
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三

期
第
一
九
冊
～
第
二
四
冊
（（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
）

（
２
）『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
第
十
五
冊
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
）

（
３
） 

大
江
文
坡
の
仙
教
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
江
戸
中
期
の
戯
作
者
・
大
江
文

坡
の
仙
教
―
道
教
と
の
関
連
で
―
」（『
森
ノ
宮
医
療
大
学
紀
要
』
創
刊
号
、

二
〇
〇
八
）、
大
神
貫
道
の
仙
教
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
江
戸
時
代
の
神

道
家
・
大
神
貫
道
著
『
養
神
延
命
録
』
に
つ
い
て
―
道
教
内
丹
説
に
も

と
づ
く
神
道
的
養
生
法
―
」（『
東
方
宗
教
』
第
一
一
八
号
、
二
〇
一
一
）、

中
山
城
山
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
中
山
城
山
の
『
黄
庭
内
景
経
略
註
』
に
つ

い
て
」（
大
阪
府
立
大
『
人
文
学
論
集
』
第
29
集
、
二
〇
一
一
）、
平
田
篤

胤
は
仙
教
と
は
称
さ
ず
、「
仙
道
」
と
称
し
て
い
て
、
多
方
面
に
わ
た
っ

て
深
く
道
教
を
理
解
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
い
に
「
道
教
」
と

は
称
し
て
い
な
い
。
拙
稿
「
平
田
篤
胤
の
『
黄
帝
伝
記
』
に
つ
い
て
―

神
道
と
道
教
と
の
関
連
で
―
」（
関
西
大
学
『
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
34

号
、
二
〇
一
三
）、
拙
稿
「
平
田
篤
胤
の
『
葛
仙
翁
伝
』『
赤
縣
太
古
伝
』

に
つ
い
て
―
道
教
と
の
関
連
で
―
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
29
号
、

二
〇
一
二
）
参
照
。　
　
　
　
　
　

（
４
） 

陳
元
贇
の
来
日
と
日
本
在
住
時
代
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
小
松
原
濤
『
陳

元
贇
の
研
究
』（
昭
和
37
年
、雄
山
閣
）
が
詳
し
い
が
、そ
の
後
、梁
容
若
「
陳

元
贇
評
伝
」「
評
小
松
原
濤
著
《
陳
元
贇
研
究
》」（
同
氏
『
中
日
文
化
交

流
史
論
』（
北
京
・
商
務
印
書
館
、
一
九
八
五　

所
収
）
が
あ
り
、
梁
氏

の
論
文
で
は
小
松
原
氏
の
著
書
の
い
く
つ
か
の
誤
り
を
訂
正
し
て
い
る
。

　
　

 『 
老
子
経
通
考
』
は
葛
洪
の
撰
と
さ
れ
る
河
上
公
章
句
本
に
拠
っ
て
い
る
。

道
徳
経
本
文
、
章
句
、
そ
れ
に
通
考
と
称
す
る
陳
元
贇
に
よ
る
細
字
の
注

解
と
い
う
構
成
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
大
字
、
中
字
、
小
字
双
行
と
な
っ
て
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い
る
。
今
は
、『
和
刻
本
諸
子
大
成
』
第
九
冊
（
汲
古
書
院
・
一
九
七
六
）

に
影
印
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
我
が
国
の
老
子
受
容
が
す
で

に
王
弼
注
に
傾
い
て
い
た
時
期
に
、
こ
れ
に
反
発
し
て
河
上
公
注
に
拠
っ

た
と
い
う
点
で
興
味
深
い
。
そ
の
自
序
末
尾
は
「
庚
戌
之
西
候
、
大
明
竹

林
既
白
山
人
陳
元
贇
拝
撰
」
と
結
ば
れ
て
い
て
、こ
の
庚
戌
と
い
う
年
は
、

清
の
康
煕
九
年
に
当
る
が
、
そ
の
元
号
を
署
さ
ず
、
さ
ら
に
祖
籍
に
「
大

明
」
と
加
え
て
い
る
こ
と
で
彼
の
政
治
的
立
場
が
表
明
さ
れ
て
い
る
点
に

注
意
し
た
い
。　

（
５
） 

横
手
裕
「
白
玉
蟾
と
南
宋
江
南
道
教
」（『
東
方
学
報
京
都
』
第
六
八
冊　

一
九
九
六
）。


